
別記様式第１２号（第１１条関係）

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 佐山地区案内書発行事業 決算額

視点

事業名 学童注意喚起看板設置事業 決算額

視点

事業名 国道１９０号線花壇整備事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

◎

◎

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

地域内の危険箇所の把握と、事故防止の注意喚起

200,000円

活動を通じたコミュニティの基盤強化と、環境美化の意識付け

563,235円

①

②

250,000円

　平成２５年度は、単位自主防災会を中心とした自主防災組織や、国道１９０号線沿いの花
壇ボランティアなど、既存組織の強化を図ることができました。今後は、その実績を生か
し、それ以外の組織を強化するとともに、さまざまな地域のニーズに対応するための、新し
い組織づくりにも着手してまいります。

（事務員等の雇用人数）　事務局長：１名　事務員：1名

（運営費の主な内容）　事務局人件費　事務費

（成果・評価）　年間を通じて、滞りなく事務局の運営を行いました。

3,180,610円

（今後に向けて）　スムーズな事務局運営が行えるための体制強化を図るとと
もに、経費を節減するための合理化を図ります。

①総務部会が中心となり、佐山地区を紹介した案内書を作成しました。地区内外
に配布して、佐山地区の魅力をぞんぶんに紹介して行きます。

③国道１９０線沿いの緑地帯を花壇として整備しました。維持管理を行うボラン
ティアの数も増員となり、活動もますます活性化しています。

②佐山小学校PTAと協力して、交通事故等の注意喚起看板を設置しました。今後
は、交通事故の防止に役立てます。

事事事事　　　　業業業業　　　　実実実実　　　　績績績績　　　　書書書書

佐山地区地域づくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

　佐山地区内の各種団体等が相互に協力・連携することにより、地域課題を解決するととも
に、その活動を通じて、コミュニティ意識の高揚、更なる地区内の活性化を図ります。

③

地域目線による、地域の魅力と特色の再認識と発掘
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（２）地域振興

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（参加人数）８７人
（成果）市のルーラルアメニティの思想の普及と、南部地域間の交流の活性化
につながりました。

（評価）山口市南部地区の交流人口の増加のみならず、地区外からの来訪者も
呼び込むことができました。

（今後に向けて）今後も市が主催される事業と協調しつつ、佐山地区オリジナ
ルの事業を展開します。

事業概要

（成果）佐山地区の名所や史跡などを紹介した、佐山を紹介する案内書の作成
を行いました。

（評価）佐山地区への視察研修等の資料として、また、地区内への全戸配布に
より、地区民が地区の魅力を再発見いただくきっかけとなりました。

（今後に向けて）地区内外の観光施設などへの配布や、学校の教材としての利
用など、積極的な活用を図ります。

（実施時期）３回（平成２５年８月、１２月、平成２６年３月）

（参加人数）１０人（地域づくり協議会事務局長他）

（今後に向けて）地域に密着したタイムリーな記事や、読み易く判りやすいレ
イアウトなど、より親しみを持っていただけるような紙面作りを目指します。

（評価）地域における地域づくり協議会の知名度、認知度があがり、より多く
の地域住民に活動が受け入れられるようになりました。

250,000円

459,660円

（成果）地域づくり協議会の活動方針や内容、予算措置や事業報告など、地域
づくり協議会の活動を地域に向けての情報発信を行いました。

（成果）地域内には食料品や生活用品を扱う店舗が少ないため、交通弱者の最
寄りの大型店舗までの交通手段を確保しました。

（評価）地域内の交通弱者等のニーズに応えるとともに、コミュニティタク
シーの利便性が向上することによる利用者増加の相乗効果がありました。

（今後に向けて）より一層の利便性を追求するために、地域のニーズの調査を
行い、増便も含めた見直しを検討します。

86,610円

佐山地区案内書作成事業

（実施内容）佐山地区の名所などをコンパクトにまとめた案内書の発行

（実施内容）市の事業に協賛した施設利用の促進

（実施時期）平成２５年１０月から平成１２月

地域づくり協議会活動推進事業

サンパーク買物便運行事業

（実施内容）コミュニティタクシーと連動した買物便の運行

（実施時期）月・水・金に１便（平成２５年９月末までは月・金に１便）

（参加人数）１，１３５人（コミュニティタクシー利用者）

（実施時期）平成２５年６月から平成２６年３月まで

（参加人数）１５人

地域づくり協議会広報紙発行事業

（実施内容）地域づくり協議会の活動内容をＰＲするための広報紙の発行

157,026円

事業概要
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事業名

事業費

事業概要

（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

（４）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

（成果）地域づくり協議会や各種団体等が主催、共催する各種イベントで使用
する大型テントを作成し、各種イベントの円滑な運営に役立てました。

185,000円

（実施時期）平成２６年３月

（評価）地域内の各種イベントの活動推進のみならず、参集者へ地域づくり協
議会のＰＲを行うことができました。

（今後に向けて）更なる利用促進を図るため、地域内の各種イベント等で利用
いただけるよう積極的な売り込みを行います。

ＮＰＯ法人あい・ねっと佐山支援事業

（参加人数）２，５００人（ふれあい大運動会・佐山ふるさとまつり参加者等）

地域づくり協議会活動推進事業

500,000円

（成果）児童預かり事業や、有償福祉サービス事業を実施している、ＮＰＯ法
人の支援を行うことにより、地域の社会福祉事業に貢献しました。

（評価）ＮＰＯ法人あい・ねっと佐山の活動により、地域内の社会福祉に問題
について、具体的な解決策を見出すことができました。

（今後に向けて）ＮＰＯ法人あい・ねっと佐山の運営にも積極的に関与すると
ともに、地域づくり協議会との共同事業等の検討を行います。

207,895円

（実施内容）ＮＰＯ法人あいねっと佐山への支援

（実施時期）平成２５年４月から平成２６年３月まで

（参加人数）６２０人（ＮＰＯ法人あいねっと佐山関係者・利用者等）

（実施内容）地域内の野外イベント等で使用する大型テントの作成

（成果）防災リーダーを中心とした各種研修会や、老朽化した備蓄用の土のう
の作り変えを行ったことにより、地域内の防災意識が高まりました。

（評価）これまでの活動を踏襲しつつ新規事業の着手により、地域住民の防災
意識の促進、自主防災会の認知度、理解度が上がりました。

（今後に向けて）地域内の防災意識は高まっています。ただし、単位自治会に
より取り組みの差があるので、高い意識での平準化を図れるようにします。

自主防災組織基盤強化事業

（実施内容）地域の自主防災会の組織強化や研修会等の実施

（実施時期）平成２５年４月から平成２６年３月まで

（実施内容）地域内の通学路等の危険箇所に交通安全啓発の看板を設置

（実施時期）平成２５年５月から１２月まで

（参加人数）３０人
（成果）地域内の児童や自動車等の運転者に危険箇所を啓発することにより、
交通事故の防止に効果を発揮しています。

（評価）看板の設置について、佐山小学校のＰＴＡにも参加いただいたことに
より、交通安全意識の向上にもつながりました。

（今後に向けて）設置した看板の適正な維持管理を行うとともに、設置箇所の
見直しや増設を保護者の目線で検討を行います。

200,000円

事業概要

学童注意喚起看板設置事業

（参加人数）３００人（地域づくり協議会事務局・単位自治会関係者等）
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業名

事業費

（５）環境づくり

事業名

事業費

事業概要 （参加人数）５０人（地域づくり協議会事務局・単位自治会関係者、受益者等）

（成果）地域から要望のあった生活道（赤線）の舗装や法面の補修工事を実施
したことにより、生活道（赤線）利便性が向上しました。

（評価）本事業は、各単位自治会長が中心となり事業を推進することから、地
域内の問題を地域内で解決する意識が高まりました。

（今後に向けて）今後も、各単位自治会長が中心となり、要望箇所の取りまと
めから、事業の推進を図り、地域内の問題解決を進めます。

事業概要

（参加人数）５人
（成果）通学路の溝ふたの破損の修復を行うことにより、児童が安全に通学す
ることができるようになりました。

（評価）地区民より通報のあった通学路の危険箇所を迅速に修復することによ
り、児童のみならず地区民もに安心感を与えることができました。

（今後に向けて）関係機関と連携を図り、通学路の安全箇所の点検を行うなど
の安全対策に努めます。

土木工事（法定外公共物）

2,012,550円

（実施内容）生活道の舗装・補修等（５箇所）

（実施時期）平成２５年５月から平成２６年３月まで

事業概要

（成果）子ども見守り隊の新規登録者にスタッフジャンパーを配布することに
より、隊員としての自覚を持っていただくことができました。

（評価）スタッフ共通のジャンバーを着用することにより、児童たちに安心
感、信頼感を与えることができました。

（今後に向けて）新規登録者を含めて隊員内の連携を深めていただき、ますま
す活動を強化するためのサポートを行います。

（実施内容）通学路の破損箇所の補修を実施

（参加人数）１０人（地域づくり協議会事務局・単位自治会関係者等）

（実施内容）危険な通学路にドライバーへの啓発標識を設置

（実施時期）平成２５年７月から平成２６年３月まで

（参加人数）１３０人

防犯組織基盤強化事業

220,000円

（実施内容）子ども見守り隊員の組織強化

（実施時期）平成２５年７月から平成２６年３月まで

47,250円

（評価）看板の設置をきっかけに、自治会、地域づくり協議会、警察、行政等
がそれぞれを共通認識のもとで連携を図ることができた。

（今後に向けて）地域内の他自治会でも反響があり、同様に看板の設置の要望
もあることから、今後も継続して設置します。

（実施時期）平成２５年１１月

通学路安全対策事業

通学路安全標識設置事業

（成果）道路規制のない交差に通行車両の速度を抑制する標識を設置したこと
により、ドバイバーはもとより歩行者への安全啓発に繋がりました。

52,500円
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事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）地権者の同意のもと、佐山地区特別林野委員の協力により、整備予定
地の一部の雑木等を撤去しました。

佐山子どもの森（仮称）整備事業

71,400円

（実施内容）佐山小学校近隣の雑木林を地域の憩いの場として整備

（実施時期）平成２５年７月から平成２６年３月まで

（参加人数）３０人（地域づくり協議会事務局・特別林野委員会等）

（評価）雑木等の撤去により、整備予定地の全体像が見えてきました。今後の
事業計画の確認など、整備に向けての準備を行いました。

（今後に向けて）今後の整備、利用方法について、地権者や各種関係団体等を
交えて協議を進めます。

国道１９０号線沿い花壇整備事業

563,235円

（実施内容）国道１９０号線沿いの花壇の整備を実施

（実施時期）平成２５年４月から平成２６年３月まで

（参加人数）１，２００人（地域づくり協議会事務局・ボランティア等）

（成果）地域づくり協議会が中心となったボランティア組織も創立から２年目
となり、会員数も活動内容も充実してきました。

（評価）ボランティア会員により献身的な活動により、地域内での知名度も着
実にあがっており、新規会員の獲得にもつながりました。

（今後に向けて）更なる事業の拡大を計画するとともに、ボランティア組織の
拡充を図るため組織のスキルアップを図ります。

（今後に向けて）引き続き実施することにより地域の恒例事業のひとつへと定
着させるとともに、更なる参加者増のためのしかけを検討します。

土木工事（単市土地改良）

639,450円

（実施内容）水路の補修（２箇所）

（実施時期）平成２５年５月から平成２６年３月まで

（参加人数）２０人（地域づくり協議会事務局・単位自治会関係者、受益者等）

（成果）地域から要望のあった水路（青線）の補修工事を実施したことによ
り、水路（青線）の安全性が向上しました。

（評価）本事業は、各単位自治会長が中心となり事業を推進することから、地
域内の問題を地域内で解決する意識が高まりました。

ごみゼロ大作戦実施事業

（成果）平成２３年度より継続的に実施していることにより、参加者はもとよ
り地域内の環境美化意識が高まりました。

（今後に向けて）今後も、各単位自治会長が中心となる事業実施により、地域
内の問題を自己解決する意識の向上に努めます。

（評価）昨年に引き続き、青少年健全育成連絡協議会との連携事業を実施し、
地域住民、団体を巻き込んだ事業へ拡大することができました。

69,611円

（実施内容）地域内の主要道等のゴミ拾いを実施

（実施時期）平成２５年８月４日

（参加人数）５０９人（地域づくり協議会事務局・単位自治会関係者等）
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事業名

事業費

事業名

事業費

（６）地域個性創出

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）前年度に実施したところ好評であったことから本年度も継続して実施
したところ、新規設置場所でも効果があるとの報告を受けました。事業概要

環境づくり推進事業

事業概要

33,000円

（実施内容）国道沿いの緑地公園の整備を実施

（実施時期）平成２５年４月から平成２６年３月まで

（参加人数）５人（地域づくり協議会事務局・単位自治会関係者等）

（実施時期）平成２５年７月

（参加人数）４２人
（成果）管理の行き届いていない緑地公園の草刈りを実施することにより、地
域内の環境美化につながりました。

（評価）地域内の問題も、地域内で協力すれば解決できる、ひとつの模範例と
なりました。

（評価）設置箇所の増加に伴い、地域住民の目に付くことも増えたことによ
り、不法投棄の抑止に繋がっています。

（今後に向けて）今後、ミニ鳥居の作成から地域住民に参加いただける方法を
検討するなど、より一層の啓発活動に努めます。

日帰り研修（バス研修）事業

259,110円

（今後に向けて）引き続き定期的な維持管理を行うことにより、地域内の環境
美化に努めます。

不法投棄防止啓発用ミニ鳥居設置事業

10,000円

（実施内容）不法投棄が行われそうな場所へ防止用のミニ鳥居の設置

（今後に向けて）今後も企画段階から積極的に参加し、地域住民に喜んで参加
いただけるようなまつりづくりを進めます。

（実施内容）地域内の組織力の向上、人材育成を目的とした研修を実施

（実施時期）平成２５年６月

（参加人数）５０人（地域づくり協議会事務局・花壇づくりボランティアスタッフ）

（成果）研修参加者の個々のスキルアップに繋がると同時に、参加者間のコ
ミュニティの場となり地域内の連携の場ともなりました。

（評価）地域の環境美化活動、とりわけ花壇づくりの研修を実施し、花壇づく
りの基礎知識、ボランティアロードの先進地視察を行った事により、今後の活
動に生かせることができました。

（今後に向けて）今後も、研修参加者の個々のスキルアップや研修で培ったノ
ウハウを地域へ還元できるような研修を企画します。

190,963円

（実施内容）佐山地区ふるさとまつりへの運営費への助成

（実施時期）平成２４年１１月３日

（参加人数）１，５００人（ふるさとまつり実行委員会・一般参加者等）

（成果）地域住民をあげて行われる地域内最大のまつりの運営費用等の助成を
行うことにより、地域内外に佐山地域の魅力を発信することができました。

（評価）費用の助成のみならず、地域づくり協議会として展示コーナーを設け
るなど、地域づくり協議会の活動のＰＲを行うことができました。

佐山地区ふるさとまつり助成事業
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事業名

事業費

事業概要

（注）　事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加予定者数等の項目で概要を記載

てください。

（今後に向けて）講演会の参加者が講演会で得た知識を家庭や地域で生かせる
ようなしかけづくりを検討します。

（実施内容）川西地区内の４校で開催する教育研究会へ助成

（実施時期）平成２５年７月

（参加人数）３００人（地域内の児童・生徒の保護者等）

（成果）地区内の小・中学校の保護者等を対象とした講演会に助成することに
より、参加者のスキルアップに貢献することができました。

（評価）地区内の同世代の児童や生徒を持つ保護者のスキルアップや情報交換
の場となりました。

川西４校教育講演会助成事業

20,000円
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